
        

 


人口のうごき(令和５年２月１日現在) 人口 4,268人(－18人) 男 2,140人(－４人) 女 2,128人(－14人) 世帯数 2,133世帯(－12世帯)
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ふれあいセンターにおいて、「令和４年度文化・スポーツ賞授与式」が行われ、文化・スポーツ分野において優秀
な成績を収めた８個人と３団体が表彰を受けました。
式典はコロナウイルス感染症拡大防止対策として、縮小して開催されました。
主催者挨拶、来賓代表挨拶の後、受賞者代表のことばが横浜中学校バドミントン部３年 吉田翔音さんから述べ
られ、会場からは各受賞者へ大きな拍手が送られました。
受賞された方々は次のとおりです。（敬称略）

■令和４年度 スポーツ賞（個人）
No 氏 名 所 属 学年 保護者 受 賞 理 由

1 大 沢 暖 乃 青森西
高等学校 1 愛 第9回青森県ビーチバレーボールジュニア選手権大会 優勝

令和4年7月3日（青森市）

2 小 川 慎 学

むつ工業
高等学校

1 智慎
令和４年度青森県秋季ボート選手権大会
男子舵手付クォドルプル 第2位
令和4年9月4日（むつ市）

3 青 木 拓 馬 3 大稔
第75回青森県高等学校総合体育大会 ボート競技
男子ダブルスカル 第2位
令和4年6月5日（むつ市）

4 伊 藤 成 輝 3 進一
第75回青森県高等学校総合体育大会 ボート競技
男子シングルスカル 第1位
令和4年6月5日（むつ市）

5 小 西 陽 翔 3 康文
第75回青森県高等学校総合体育大会 ボート競技
男子ダブルスカル 第2位
令和4年6月5日（むつ市）

令和４年度横浜町文化・スポーツ賞表彰

■令和４年度 文化功労賞（個人）
No 氏 名 所 属 受 賞 理 由

1 川 﨑 ひろみ 南部手踊り
保存会

平成８年１月30日、横浜町の各町内に伝わる南部手踊りの保存育成を目的に結成した「横浜町
南部手踊り保存会」に参画。
以来、唄・踊り・太鼓の指導者として育成にも努め、名川町（現 南部町）との交流発表会

をはじめ、菜の花フェスティバル・敬老会・新春郷土芸能発表会・老人ホームでのアトラクショ
ンを率先して活動し、当町の南部手踊りの保存育成に尽力した功績が非常に大きいため。
・横浜町南部手踊り保存会
平成８年１月 ～ 平成18年３月11日 理事
平成18年３月12日 ～ 平成29年４月１日 副会長
平成29年４月２日 ～ 平成31年４月６日 会長

・横浜町文化協会
平成19年４月 ～ 平成20年４月22日 理事
平成20年４月23日 ～ 現 在 副会長

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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■令和４年度 スポーツ奨励賞（個人）
No 氏 名 所 属 学年 保護者 受 賞 理 由

1 杉 山 龍太郎 横浜町立
横浜中学校 2 裕樹

第73回上北地方中学校体育大会夏季大会
陸上競技 共通男子400m 第1位 57秒85
令和4年6月18日・19日（六ケ所村）
第51回上北地方中学校体育大会新人大会
陸上競技 共通男子400m 第1位 57秒14
令和4年9月17日・18日（六ケ所村）

2 濱 辺 華 園 横浜町立
横浜中学校 2 寛人

第51回上北地方中学校体育大会新人大会
バドミントン競技 女子シングルス 第1位
令和4年9月17日・18日（十和田市）

■令和４年度 スポーツ奨励賞（団体）
No 団 体 名 代表者名 受 賞 理 由

1
横浜

スポーツ少年団
野球部

野球部
会長 西濵 敬寿

横浜小学校 15名

第19回むつ軟式野球連盟会長旗争奪少年軟式
野球大会兼第20回東北少年新人軟式野球大会
むつ支部予選大会 学童の部 優勝
令和4年7月30日・31日（むつ市）

森川 凌芽 主将・投手
西濵 悠聖 投手
濱谷 勘太 内野手
外井洸太朗 内野手
鳥山 瑛登 外野手
山道 一心 捕手
秋田 智紀 内野手
鳥山 駿 外野手
深澤 脩哉 外野手
千葉 巧 外野手
沖津 智貴 外野手
鳥浜 日向 外野手
橋本 龍馬 外野手
菊地 遥希 外野手
澤谷 雄士 外野手

2
横浜

スポーツ少年団
バレーボール部

バレーボール部
会長 森川絵莉香

横浜小学校 8名 第44回木村杯小学生バレーボール大会兼第42回全
日本バレーボール小学生大会青森県大会むつ下北
地区予選会
優勝
令和4年6月4日(むつ市)

森川 稀葵 セッター
杉山 幸咲 ライト
天間 杏奈 センター

全日本バレーボール小学生大会 青森県大会
女子の部 準優勝
令和4年7月3日(青森市)

川﨑 椿月 バックレフト
菊地 虹帆 レフト
坂下 空桜 バックライト

第42回むつ市小学生バレーボール秋季大会
優勝
令和4年9月24日(東通村)

菊地 莉名
森川 恋芯

3 横浜中学校
バドミントン部

石川 義也

横浜中学校 8名

第73回上北地方中学校体育大会夏季大会
バドミントン競技 優勝
令和4年6月18日・19日(十和田市)

秋田 紗恵 (３年)
千葉 真衣 (３年)
前田 麗杏 (３年)
吉田 翔音 (３年)
小川 歩希 (２年)
外井 心結 (２年)
濱辺 華園 (２年)
對馬 瑠華 (１年)

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢



4

｢災害時における無人航空機の運用に関する協定」を締結しました
令和５年１月18日(水)に、石橋町長と三協工業有限会社髙橋代
表取締役が協定書に調印をし、「災害時における無人航空機の運用
に関する協定」を締結しました。
今回の協定締結により、町内において災害等が発生した際、無人
航空機（ドローン）を運用した災害情報の収集等について、協力を
いただけることとなります。
町長は、「大規模災害時には多くの機関との連携が不可欠であり、
災害時の協力体制が確保されることは、本町の防災力向上に大き
く寄与するものと考えている。」とあいさつし、地域住民の安心・
安全を守る災害対策につながることに期待を寄せていました。
髙橋代表取締役は、「県内自治体と無人航空機の運用に関する協
定を締結するのは、本協定が初となります。本協定により、万が一
の際にはいち早く駆け付け、横浜町に対して正確な情報を提供す
るなど、町民の生命、財産の保全の一助になれるよう取り組んでま
いります。」とあいさつし、期待感を示していました。

厄払いが行われました
桧木八幡神社にて厄払いが行われ、各年代合わせて約40名が神社を参拝しました。
横浜町では女性は33歳の大厄（満31歳の年）に中学校の同級生の男性が準備し、男性42歳の大厄（満40歳の年）は
女性が準備し厄を払うほか、以降52歳、還暦と10年ごとに神社を訪れることが慣例になっています。
参加者たちは談笑しながら再会を喜び合っていました。

３３歳 ４２歳

５２歳 還 暦

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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横浜小学校・横浜中学校で原子力防災教室が開催されました

１月19日(木)、横浜小学校・横浜中学校において、原子力防災教室が全校児童・生徒を対象に開催されました。
「原子力災害が起きた時どうしたらいいだろう」をテーマに、原子力災害が起きた際の身の守り方や、避難方法に
ついて町職員から講話するとともに、横浜中学校においては、実際に避難所で使用する、ダンボールベッドの組立
体験を行いました。
児童・生徒からは「津波と原子力災害が同時に起きた場合はどうすればいいですか」といった質問や、「実際に災
害が起こった時は焦らず冷静に行動することが大切だということが分かった」といった感想が寄せられていました。

交通指導隊による交通安全広報活動を実施
１月21日(土)に横浜町交通指導隊が野辺地警察署協力のもと、道の
駅よこはまにて交通安全広報活動を実施しました。当日は道の駅に立
ち寄る町内外のドライバーの方々へ、交通安全グッズの配布や交通安
全についての呼びかけを行いました。
昨年12月31日に下北縦貫道路吹越ＩＣ出入口において死亡事故が発
生しており、冬道を運転する際はより一層注意を払うこと、天気の良
し悪しや見た目の路面状況にとらわれず、慎重な運転を心がける等の
呼びかけを行いました。

永年勤続民生委員・児童委員表彰
横浜町民生委員・児童委員の沖津牧子さん（吹越・中吹越地区担当）が、全国民生
委員児童委員連合会会長より永年勤続民生委員・児童委員表彰を受賞されました。
沖津さんは、平成22年から民生委員・児童委員として活動し、常に住民の立場に立っ
て相談に応じ、地域福祉の向上に尽力され、その功績が認められての受賞です。
交付式は１月26日(木)に行われ、横浜町民生委員・児童委員協議会会長の上野洋子
さんより、表彰状が交付されました。

“社会を明るくする運動”作文コンテスト入賞
“第72回“社会を明るくする運動”作文コンテストにおいて、「青少年が非行・犯罪をする理
由」と題し、横浜中学校３年畑中心海さんが、あすなろ理事長賞を受賞されました。
作文コンテストは、青森県推進委員会が主催し、500人以上の応募の中から、畑中さんが見
事入賞されました。

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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令和４年度青森県農業経営士及び青年農業士認定証書授与式
２月２日(木)青森市ウエディングプラザアラスカにおいて、令和４
年度青森県農業経営士及び青年農業士認定証書授与式が行われまし
た。横浜町からは竹内圭史さんが新たに農業経営士として認定され、
三村申吾知事より認定証書が授与されました。竹内さんは、ばれい
しょ、ながいも、なたねを作付けし、横浜町の農業普及・振興に努めて
おられます。
農業経営士は、優れた農業経営を実践し地域農業の活性化に取り組
んでいる方であり、農業経営のノウハウの普及や後進指導が期待され
ます。

横浜中学校令和４年度学年立志式
２月３日(金)横浜中学校体育館にて令和４年度２学年立志式が
行われました。
立志式とは一人の人として「志」を立て、人生の指針と強い意志
を表明し、前向きに自己の将来を設計しようとする力を培うため
の式で、中学２年生の生徒30名が保護者の見守る中、色紙に書いた
「立志の誓い」を声高らかに表明し、決意を新たにしました。
保護者は、将来への新たな一歩を踏み出す子どもたちの成長し
た姿に感動した様子で発表に見入っていました。

年ぶりに子ども議会を開催しました！
新型コロナウイルスの影響により、２年ぶりに町議会議場に
おいて子ども議会が開催され、横浜小学校の６年生31名が議員
となり、８つのグループごとに一般質問を行いました。
一般質問では、菜の花クリニックの規模を大きくすること
や、塾を開設すること、また、道の駅のレストランのメニュー
をさらに充実させることなどが提案されました。
子ども議会は、将来の横浜を担う小学生にまちづくりへの関
心を深めてもらうとともに、子どもたちの視点からの町に対す
る意見や要望を今後の町政の参考にする目的で毎年実施して
います。
子ども議会についての詳細は、４月１日発行予定の子ども議
会だよりに掲載します。

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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横浜小学校民具見学会
２月９日(木)旧南地区交流センター（旧横浜第二中学校）におい
て、小学３年生を対象とした民具見学会が行われました。
民具見学会は、文化財保護審議委員６名を解説員とし、昔使われ
ていた生活用具や漁具、農具などについて学んだり、体験したりし
ました。
また、９月から10月にかけて行われた特別企画「縄文展」で、初
めて見たホオジロザメの歯の有孔装身具や縄文土器等の見学もで
き、とても喜んでいました。
児童からは、「昔の人は色々な知恵や工夫をしていてすごいと感
じた、見学会を楽しみにしていたけれど、実際に楽しくてもっとた
くさん見学したかった」等と感想が述べられました。

便利に使えるぞ！ マイナンバーカード
１.郵便局でマイナンバーカードが申請できる！
令和５年３月31日まで、横浜郵便局において、マイナンバーカードの申請サポートを開始しています。来局
した方へ、申請書の書き方や顔写真の撮影をサポートします。まだマイナンバーカードを作っていない方はぜ
ひ、横浜郵便局へ赴く際に申請してみてはいかがでしょうか。
 
２．お引越しの手続き、簡単になります！
令和５年２月からマイナンバーカードを用いた引越しのオンライン電子申請が実施されております。イン
ターネット上から引越しの申請をすることで、転出・転入のうち、役所での転出手続きが原則不要となります。
※ただし、転入においては必ず役所で手続きが必要となりますので、お間違えの無いようお願いいたします。
※転出以外の手続きがある場合は、役所に行って別途手続きを行う必要があります。

日時：令和５年１月２２日（日）
場所：むつマエダアリーナ
◆予選リーグ
横浜ＶＢＣ ２－０ 大畑ＭＶＳ
横浜ＶＢＣ ２－０ 苫生セカンド

◆決勝
横浜ＶＢＣ ２－０ 苫生ＶＢＣ
～メンバー～
１ 川﨑 椿月 ２ 菊地 虹帆 ３ 坂下 空桜
４ 菊地 莉名 ５ 森川 恋芯 ６ 菊地 香帆
７ 杉山 彩唯璃 監督 千葉 日登志

～スポーツ大会結果～

第35回むつ下北小学生バレーボール５年生大会 優勝

マイナポータル
暗証番号入力

引越し情報の入力
確定処理

転入先の市区町村
で転入手続き→ →→

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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～ 町民図書館から新着図書入荷のお知らせ ～

書 名 著 者
答えられないと叱られる!?チコちゃんの素朴なギモン365 NHK「チコちゃんに叱られる!」制作班/監修
あなたのまわりの「高齢さん」の本 : 高齢者の心理がわかる112のキーワード 佐藤眞一/著
私の中のこの邪悪な感情をどうしよう? : 自分のこころを壊さないためのヒント 石井裕之/著
江戸幕府の北方防衛 : いかにして武士は「日本の領土」を守ってきたのか 中村恵子/著
喜ばれる人になりなさい:母が残してくれた、たった1つの大切なこと 永松茂久/著
左翼リベラルに破壊され続けるアメリカの現実 日本メディアが報じなかったバイデン政権の痛いニュース やまたつ/著
ストレス脳 アンデシュ・ハンセン/著
首の痛み・肩こり・頭痛改善マニュアル : 自分で治せる!マッケンジーエクササイズ ロビン・マッケンジー/著
図解眠れなくなるほど面白い体幹の話 木場克己/著
コロナ利権の真相 鳥集徹/著
りなてぃの30分で完成!簡単3品献立 RINATY/ 著
いきいき脳活性手芸 : 手作りで楽しく脳をトレーニング
タネはどうなる!? : 種子法廃止と種苗法改定を検証 : しのびよるゲノム編集作物の脅威 山田正彦/著
図書館司書32人が選んだ犬の本棚 : 犬に寄り添い、犬を掘り起こす291冊 高野一枝/編著
文にあたる 牟田都子/著
少女スタイル手帖 : 昭和のかわいいコレクション 宇山あゆみ/著
1日1トレで「声」も「話し方」も感動的に良くなる 阿部恵/著
凍る草原に鐘は鳴る 天城光琴/著
此の世の果ての殺人 荒木あかね/著
新！店長がバカすぎて 早見和真/著
汝、星のごとく 凪良ゆう/著
方舟 夕木春央/著
ミーツ・ザ・ワールド = meets the world 金原ひとみ/著
嘘つきジェンガ 辻村深月/著
傑作!文豪たちの『徳川家康』短編小説 芥川龍之介;他/著
オオルリ流星群 伊与原新/著
そして誰もゆとらなくなった 朝井リョウ/著
荒地の家族 佐藤厚志/著
この世の喜びよ 井戸川射子/著
地図と拳 = THE MAP AND THE FIST 小川哲/著
しろがねの葉 千早茜/著

【一般向け】

書 名 著 者
みんなに好かれなくていい 和田秀樹/著
北里柴三郎 : 近代日本医学の父・感染症対策の先駆者 森孝之/監修
戦国人物伝 龍造寺隆信 井手窪剛/原作
働くってどんなこと? 人はなぜ仕事をするの? ギヨーム・ル・ブラン/著
やっぱりざんねんないきもの事典 : おもしろい!進化のふしぎ 今泉忠明/監修
おさほうえほん:育ちのよさが身につく 高濱正伸/監修
さらに!できるかな?人体おもしろチャレンジMAX : 人間のバランス・錯覚・構造のはなし 坂井建雄/監修
ドラえもん探究ワールド ねむりと夢のふしぎ 藤子・F・ 不二雄 /まんが
宇宙のサバイバル 1 (宇宙飛行士訓練編) 洪在徹/文;李泰虎/絵
宇宙のサバイバル 2 (ソユーズ宇宙船編) 洪在徹/文;李泰虎/絵
宇宙のサバイバル 3 (国際宇宙ステーション編) 洪在徹/文;李泰虎/絵
ようかいむらのどきどきひなまつり たかいよしかず/作・絵
パンどろぼうとなぞのフランスパン 柴田ケイコ/作
あんなにあんなに ヨシタケシンスケ/著
きみのことがだいすき = I Love You いぬいさえこ/著
898ぴきせいぞろい!ポケモン大図鑑:オールカラー 上
898ぴきせいぞろい!ポケモン大図鑑:オールカラー 下
苦手から始める作文教室 : 文章が書けたらいいことはある? 津村記久子/著
すずめの戸締まり 新海誠/作

【児童・中高生向け】

図書館に一般向け31冊と、児童向け19冊の図書が入荷しました。
文学・小説では、第168回芥川賞受賞作品「荒地の家族」「この世の喜びよ」、直木賞受賞作品「地図と拳」「しろがねの葉」の他、
2022年度各賞の大賞受賞作品を取り揃えました。
また、ベストセラー「スマホ脳」の著者の最新作「ストレス脳」、本屋大賞ノミネート作「店長がバカすぎて」の続編「新！店
長がバカすぎて」や、大ヒット映画ノベライズ本の児童文庫版「すずめの戸締まり」、科学漫画サバイバルシリーズから「宇宙の
サバイバル1～3」などが図書館からのおすすめです。
長かった冬も終わり、ようやく心待ちにしていた春がやってきます。
少しお時間がありましたら、自分にぴったりの本を探しに、図書館にきてみませんか。
なお次回入荷は令和５年５月を予定しております。

※順不同

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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お

し

ら

せ information



















































横
浜
町
で
は
、
地
域
の
交
通
事

故
防
止
の
た
め
、
交
通
指
導
隊
を

組
織
し
て
い
ま
す
。
交
通
指
導
隊

で
は
、
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
や

イ
ベ
ン
ト
時
の
交
通
誘
導
な
ど
、

身
近
な
地
域
の
交
通
安
全
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

隊
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
地
域

の
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
方
を
常
時
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

◆
応
募
資
格

年
齢
・
性
別
は
問
わ
ず
、
横
浜

町
に
お
住
ま
い
の
方

◆
活
動
内
容

春
・
秋
に
行
わ
れ
る
交
通
安
全

週
間
の
街
頭
指
導
、
ふ
る
さ
と
の

ま
つ
り
に
お
け
る
交
通
整
理
等

◆
臨
時
活
動





















災
害
時
の
出
動（
交
通
整
理
等
）

◆
応
募
先
・
お
問
合
せ

役
場
総
務
課
ま
で
お
電
話
下
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

３
２
４
）

※
制
服
・
物
品
等
に
つ
い
て
は
事

務
局
で
支
給
い
た
し
ま
す
。





















横
浜
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
入
団
資
格
は
、
年
齢

18
歳
以
上
で
横
浜
町
に
居
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
方
で
す
。

消
防
団
員
は
年
齢
、
性
別
、
職

種
を
問
わ
ず
、
様
々
な
人
が
地
域

に
密
着
し
、
地
域
住
民
の
安
心
と

安
全
の
た
め
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
な
に
か
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
方
、
地
域
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
消
防
団

に
入
団
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
・
申
込
み

◇
役
場
総
務
課
総
務
防
災
Ｇ

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

３
２
１
）























◆
青
森
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

◇
告
示
日

３
月
31
日
(金
)

◇
投
票
日

４
月
９
日
(日
)

◇
期
日
前
投
票
日

令
和
５
年
４
月
１
日
(土
)

～
令
和
５
年
４
月
８
日
(土
)

◆
横
浜
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

◇
告
示
日

４
月
18
日
(火
)

◇
投
票
日

４
月
23
日
(日
)

◇
期
日
前
投
票
日

令
和
５
年
４
月
19
日
(水
)

～
令
和
５
年
４
月
22
日
(土
)

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

３
２
４
）

厚
生
年
金
の
方
は
、
基
本
的
に

給
与
天
引
に
よ
り
未
納
に
な
る
こ

と
は
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
民
年
金
の
方
は
手
続
き
を
し
な

い
限
り
は
納
付
書
で
の
支
払
い
に

な
る
た
め
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
り
、
経
済
的
に
保
険
料

の
納
付
が
難
し
く
て
未
納
に
な
っ

て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
で

す
。国

民
年
金
保
険
料
を
未
納
に
す

る
と
、
例
え
ば
事
故
等
で
障
害
が

発
生
し
て
障
害
年
金
を
も
ら
お
う

と
し
た
と
き
、
保
険
料
の
納
付
要

件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
障

害
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
納
付
要
件

は
障
害
認
定
の
初
診
日
が
基
準
と

な
る
た
め
）

未
納
に
し
て
お
け
ば
本
人
に
対

し
て
様
々
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生

す
る
た
め
、
納
付
期
限
を
忘
れ
が

ち
の
方
は
口
座
振
替
、
経
済
的
に

納
付
が
難
し
い
方
は
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
の
申
請
を
し
て
必

ず
未
納
期
間
を
無
く
す
よ
う
に
手

続
き
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
合
せ

◇
役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
Ｇ

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

２
１
８
）

































































◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
よ
り
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
が
分
別
収
集
に
加
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
対
応
し

た
ゴ
ミ
の
分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド

を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
こ
れ
か

ら
の
分
別
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

◇
収
集
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
に
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
袋
と
同
じ
袋

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

※
食
品
が
入
っ
て
い
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
生
ご
み
を
水
で
洗
い

流
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
収
集
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
全
体
、
ま
た
は
大
部
分
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
で
き
て
い
る
も
の

・
概
ね
30
㎝
以
内
の
も
の
。
そ
れ

以
上
の
も
の
は
粗
大
系

◆
お
問
合
せ

◇
役
場
町
民
課
国
保
衛
生
Ｇ

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

２
１
６
）







































◆
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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し
ょ
う

保
険
料
の
納
付
に
お
困
り
の
方

は
市
町
村
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
災
害
に
よ
り
住
宅
等
に
著
し

く
損
害
を
受
け
た
り
、
世
帯
主
の

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
な

ど
、
保
険
料
の
減
免
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
、
通
常
よ
り
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
た
方
の
保
険
料
の
納

め
方
に
つ
い
て

保
険
料
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で
す
が
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
た
方
は
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
加
入
当
初
は
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
を
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
方
も
、
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
役
場
町
民
課

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

２
１
６
）

◇
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

TEL
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１















































松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
昆
虫
に

よ
っ
て
運
ば
れ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線
虫
が

マ
ツ
の
木
に
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
マ
ツ
が
枯
れ
る
伝
染
病

で
、
県
内
で
は
深
浦
町
と
南
部
町

で
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
、
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
い
う
昆

虫
が
運
ぶ
ナ
ラ
菌
に
よ
っ
て
ミ
ズ

ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど
の
ナ
ラ
類
が

枯
れ
る
伝
染
病
で
、
県
内
で
は
弘

前
市
、
西
目
屋
村
、
五
所
川
原
市
、

つ
が
る
市
、
鯵
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、

中
泊
町
の
７
市
町
村
で
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
が
、
県
内
各
地

で
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
農

林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
・
経
済
の
ほ
か
、
本
県
が
誇
る

自
然
景
観
な
ど
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
３
点
に
つ
い

て
住
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
マ
ツ
と
ナ
ラ
類
を
伐
採

し
た
際
に
発
生
す
る
臭
い
に
集

ま
る
習
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
昆
虫
の
活
動
期
(６
～
９

月
)に
は
、
マ
ツ
と
ナ
ラ
類
を

伐
採
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
マ
ツ
丸
太
や
マ
ツ
苗
木
、
ナ
ラ

丸
太
を
被
害
地
か
ら
持
ち
込
む

と
、
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯

れ
被
害
を
呼
び
込
む
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
県
内
の
未
被
害
地

の
も
の
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
葉
が
黄

色
に
変
色
し
た
り
、
枯
れ
た
マ

ツ
や
ナ
ラ
類
を
早
い
段
階
で
取

り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

宅
の
庭
木
や
街
路
樹
、
山
林
な

ど
、身
の
回
り
で
枯
れ
て
い
る
、

ま
た
は
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
マ

ツ
や
ナ
ラ
類
を
見
つ
け
た
ら
、

横
浜
町
役
場
産
業
振
興
課
、
ま

た
は
上
北
地
域
県
民
局
林
業
振

興
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

大
切
な
森
林
資
源
を
次
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



































































軽
自
動
車
税
種
別
割
は
毎
年
４

月
１
日
現
在
、
車
両
を
所
有
し
て

い
る
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。所

有
者
（
納
税
義
務
者
）
が
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

手
続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ
れ
、

使
用
状
況
に
合
っ
た
正
し
い
課
税

が
な
さ
れ
な
い
原
因
と
な
り
ま

す
。所

有
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
名
義
を
変
更
す
る
か
、

使
用
し
な
い
車
両
で
あ
れ
ば
廃
車

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
廃
車
・
名
義
変
更
等
の

手
続
き
は
、
所
有
す
る
車
両
の
種

類
等
に
よ
っ
て
申
告
す
る
窓
口
が

次
の
と
お
り
異
な
り
ま
す
。

◆
原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量
１

２
５
ｃ
ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
《「
横
浜
町
」
ナ
ン
バ
ー
の

も
の
》

…
横
浜
町
役
場
税
務
課

◆
排
気
量
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え
る

バ
イ
ク

…
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

（
青
森
市
大
字
浜
田
字
豊
田
１
３

９
‒
13
）

TEL
０
５
０
(５
５
４
０
)２
０
０
８

◆
四
輪
の
軽
自
動
車
《「
青
森
」
ナ

ン
バ
ー
の
も
の
》

…
軽
自
動
車
検
査
協
会
青
森
事
務

所（
青
森
市
大
字
浜
田
字
豊
田
１
２

９
‒
２
）

TEL
０
５
０
(３
８
１
６
)１
８
３
１

◆
お
問
合
せ

◇
役
場
税
務
課

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

２
１
０
）













































































仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

◇
受
験
資
格

１
．
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
．
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

(１
)大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令

和
６
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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業
す
る
見
込
み
の
者

(２
)人
事
院
が
(１
)に
掲
げ
る
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

◇
受
験
申
込
受
付
期
間

令
和
５
年
３
月
１
日
(水
)

～
令
和
５
年
３
月
20
日
(月
)

◇
受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
と
す
る
。

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ

（
https://w
w
w
.jinji.go.

jp/saiyo/saiyo.htm
l）

◇
第
１
次
試
験
日

令
和
５
年
６
月
４
日
(日
)

◆
お
問
合
せ

◇
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

TEL
０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

（
内
線

３
２
３
６
）

◇
人
事
院
東
北
事
務
局

TEL
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２



























毎
年
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納

税
通
知
書
は
、
原
則
と
し
て
そ
の

年
の
４
月
１
日
現
在
の
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

お
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、運
輸
支
局
で「
車

検
証
の
住
所
の
変
更
登
録
」
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
住
民

票
の
異
動
手
続
き
だ
け
で
は
車
検

証
の
住
所
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
ず
、
令
和
５
年
３
月

末
日
ま
で
に
車
検
証
の
住
所
の
変

更
登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、
電

話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
上
北
地
域

県
民
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
届
出
さ
れ

る
場
合
に
必
要
な
様
式
は
、
青
森

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
県

税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
「
青
森
県
電
子
申
請
・

届
出
シ
ス
テ
ム
」
内
の
「
自
動
車

税
住
所
変
更
届
」
か
ら
も
新
し
い

住
所
の
届
出
が
可
能
で
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て

・
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納

税
管
理
課

TEL
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線

２
１
１
～
２
１
４
）

FAX
０
１
７
６
（
22
）
８
１
３
５

◇
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ
い

て
・
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

TEL
０
５
０
(５
５
４
０
)２
０
０
８

・
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

TEL
０
５
０
(５
５
４
０
)２
０
０
９





















































ハ
ー
ベ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
の
ハ
ー

ベ
ス
ト
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社
が
受

託
す
る
、
横
浜
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
調
理
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

料
理
が
好
き
な
方
、「
食
」
に
興

味
が
あ
る
方
、
未
経
験
で
も
大
歓

迎
で
す
。
働
き
方
や
詳
細
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
員

１
名

◆
業
務
内
容

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
調
理

業
務
全
般
（
検
収
・
下
処
理
・
上

処
理
・
調
理
・
配
缶
・
洗
浄
）
が

主
な
業
務
と
な
り
ま
す
。

◆
資
格

・
年
齢
・
性
別
・
学
歴
不
問

・
職
務
経
歴
不
問

・
実
務
未
経
験
の
方
、
大
歓
迎

・
長
期
で
働
け
る
方
歓
迎

◆
雇
用
形
態

パ
ー
ト

◆
勤
務
曜
日
・
時
間

平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で
（
週
５
日
勤
務
）

◆
休
日
・
休
暇

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
み

夏
季
冬
季
休
暇
あ
り

◆
お
問
合
せ

◇
ハ
ー
ベ
ス
ト
ネ
ク
ス
ト
株
式
会

社
TEL
０
７
０
(７
５
２
３
)１
７
５
１

（
担
当

阿
部
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://w
w
w
.harvest

-corp.co.jp/next/）





































































日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に

加
盟
す
る
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
、

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
応
援
大
使
が
２
０
２
３

シ
ー
ズ
ン
も
引
き
続
き
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

当
町
の
応
援
大
使
に
は
、
背
番

号
４
饗
庭
瑞
生
（
あ
い
ば
み
ず

き
）
選
手
と
、
背
番
号
22
渡
邊
龍

（
わ
た
な
べ
り
ょ
う
）
選
手
が

制
定
さ
れ
、
主
に
観
光
地
、
特
産

品
、
地
域
文
化
等
を
ク
ラ
ブ
や
個

人
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
応
援
大
使
と
は

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
に
所
属
す

る
選
手
・
監
督
が
対
象
と
な
る

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
自
治
体
（
16
市

町
村
）
の
応
援
大
使
と
し
て
、

地
域
の
活
動
や
魅
力
の
発
信
、

Ｐ
Ｒ
の
実
施
を
し
て
い
く
活
動

















饗
庭
瑞
生
選
手

渡
邊
龍
選
手

◆
下
北
検
定

◇
日
時

令
和
５
年
５
月
14
日
(日
)

11
時
～
11
時
40
分

◇
場
所

む
つ
市
中
央
公
民
館
講
堂

（
む
つ
市
大
湊
浜
町
13
‒
１
）

◆
お
問
合
せ

◇
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸

事
務
局

TEL
０
１
７
８
(38
)６
６
４
４

町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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◇
定
員

50
名

◇
検
定
料

無
料

◇
申
込
締
切

令
和
５
年
４
月
28
日
(金
)

◇
申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
ま
た
は
事
前
講

習
会
に
て
氏
名
・
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
事
前
講
習
会
の
出

欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
事
前
講
習
会

◇
日
時

令
和
５
年
４
月
16
日
(日
)

13
時
～
15
時

◇
場
所

む
つ
市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ

ホ
ー
ル

（
む
つ
市
中
央
２
‒
３
‒
10
）

◇
講
師

坂
本

謙
二
氏

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位

認
定
講
座

◆
お
問
合
せ

◇
下
北
を
知
る
会
事
務
局

・
沼
田

TEL
０
９
０
(２
３
６
３
)６
９
６
０

・
祐
川

TEL
０
９
０
(１
６
５
０
)１
７
６
４

FAX
０
１
７
５
（
24
）
２
７
４
９

























































公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ

る
さ
と
貢
献
基
金
で
は
、
地
域
の

発
展
や
地
域
貢
献
を
目
的
に
、
県

内
の
個
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業

な
ど
に
助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
助
成
金

必
要
費
用
以
内
で
、
１
０
０
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

◆
対
象
者
・
対
象
団
体

原
則
と
し
て
１
年
以
上
の
継
続

的
、
組
織
的
活
動
実
績
の
あ
る
個

人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業

等◆
応
募
資
格
等

１
．
青
森
県
の
自
然
、
地
域
・
生

活
文
化
、
歴
史
、
風
土
な
ど
の

地
域
資
源
を
活
用
・
創
造
す
る

活
動
や
、
医
療
福
祉
・
環
境
に

関
連
す
る
活
動
を
行
う
こ
と

２
．
２
０
２
３
年
10
月
１
日
～
２

０
２
４
年
９
月
30
日
ま
で
に
実

施
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と

３
．
助
成
金
給
付
後
、
活
動
・
研

究
報
告
書
を
提
出
で
き
る
先
で

あ
る
こ
と

※
次
の
団
体
等
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

・
過
去
３
年
以
内
に
当
財
団
の
助

成
金
を
受
け
た
団
体
等

・
政
治
活
動
又
は
宗
教
活
動
を
目

的
と
す
る
団
体
等

◆
応
募
方
法

４
月
１
日
(土
)～
５
月
31
日

(水
)ま
で
に
申
請
受
付
表
で
エ
ン

ト
リ
ー
の
う
え
、
６
月
30
日
(金
)

ま
で
に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
下

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
・
応
募
先

◇
公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ

る
さ
と
貢
献
基
金

事
務
局

〒
０
３
０
‒
８
６
２
２

青
森
市
勝
田
一
丁
目
３
番
１
号

TEL
０
１
７
（
７
７
４
）
１
１
７
９

（
担
当

小
山
内
・
川
村
）

※
応
募
事
項
と
申
請
書
類
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◇
Ｕ
Ｒ
Ｌ

（
http://w
w
w
.m
ichinoku-

furusato.or.jp）

























































































ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
又
は
青

森
地
方
法
務
局
登
記
部
門
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
青
森
地
方
法
務
局
登
記
部
門

TEL
０
１
７
（
７
７
６
）
６
２
３
１

（
自
動
音
声
案
内
番
号

２
番
）

（
代
表
）

令
和
５
年
４
月
27
日
(木
)か

ら
、
相
続
土
地
国
庫
貴
族
制
度
が

全
国
の
法
務
局
で
始
ま
り
ま
す
！

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

































人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
(院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
)及
び
一
般
職
試

験
(大
卒
程
度
試
験
)を
実
施
し
ま

す
。申

し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
下
さ
い
。

◆
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

令
和
５
年
３
月
１
日
(水
)９

時

～
令
和
５
年
３
月
20
日
(月
)

（
受
信
有
効
）

◇
第
１
次
試
験
日

令
和
５
年
４
月
９
日
(日
)

◆
一
般
職
試
験
(大
卒
程
度
試
験
)

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

令
和
５
年
３
月
１
日
(水
)９

時

～
令
和
５
年
３
月
20
日
(月
)

（
受
信
有
効
）

◇
第
１
次
試
験
日

令
和
５
年
６
月
11
日
(日
)

な
お
、
申
し
込
み
方
法
や
受
験

資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
国

家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
」
又
は
下
記
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課

試
験
係

TEL
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

３月は

・後期高齢者医療保険料 第８期

・介護保険料 第８期

の納期限です

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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消 防 署 通 信
火事と救急・救助は119番

火事・救急・救助は横浜消防署加入電話に通報より断然１１９通報が早い！

防です防です防です
消防記念日は、昭和23（1948）年３月７日に消防組織法施行を記念して、同法施行２周年を迎えた昭和

25（1950）年に制定されたものです。

消防組織法は、日本の消防の任務範囲、消防責任を市町村が負うこと、消防機関の構成などを規定した

ものです。

この機会に、横浜消防署では、今一度地域防災対策に全力で取り組んでいきますので、町民のご理解と

ご協力をお願いします。

今後におきましても引き続き消防へのご理解とご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

災害れたにくる災害れたにくる災害れたにくる
平成23年３月11日に発生した戦後最大級の災害となった「東日本大震災」は私たちに多くの尊い教訓

を残しました。皆さんはあの時の記憶は鮮明に残っていますか。横浜町は人的な被害はありませんでし

たが、津波の恐ろしさというものを再認識する災害でした。

～～～～～～～あれから12年という月日が経ちます～～～～～～～

災害はいつ起こるか誰にもわかりませんが、一人一人の災害に対する意識や日頃の備えが

命を守る盾となります。今一度、町民全員で防災対策を再点検しましょう。

防からのおい防からのおい
最近、全国的に家庭用ボイラーが出火原因となる火災が増加しています。

製造から10年程度経過したボイラーや「点火しにくくなった」「臭いが強くなった」「点火時・燃焼時の

音が大きくなった」「エラー表示が頻繁に出る」等の症状が出た場合は危険なサインかもしれません。一

度、メーカー・販売店に点検を依頼してみてはいかがでしょうか？

法定点検は義務ではありませんが、安全の為に推奨しています。

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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駐在所
通 信

横浜駐在所
☎78-2110

～よまース～～よまース～
横浜町で交通！横浜町で交通！

横浜町内の道路は強風と雪で滑りやすくなってい
ます。
特にサンシャインや縦貫道路の出入口付近では交
通事故が多く発生しています。
車も歩行者も「事故を起こさない・事故に遭わない」
ように気をつけましょう。

～時のをします～～時のをします～
役場駐車場西出入口の一時停止標識を撤去しま
す。
駐車場から道路に出るときは必ず一時停止し、
事故の無いように気を付けてください。

～をしく使お～～をしく使お～
１月10日は１１０番の日です。
駐在では１１０番通報を正しく使ってもらう
ため、すがぬま前で１１０番パンフレットを配
りました。
いたずら通報は必要な人が使えなくなるので
正しく使いましょう。

～スにしまし～～スにしまし～
安全運で防安全運で防

道の駅よこはまで横浜町交通指導隊の方た
ちと交通事故防止のパンフレットを配り、車
の運転手さんに安全運転を呼びかけました。
地域のみなさん、車を運転するときは安全
確認をしっかりと行い安全運転に心がけま
しょう。

～～～～
桧木地区のお年寄り宅を巡回し詐欺防止や
交通事故防止を呼びかけました。
お年寄りが犯罪や事故の被害者にならない
ように地域での見守り活動を続けていきま
しょう。

  の    の    の 

農業委員会
定例総会のお知らせ
定例総会では、農地法に基づく審
議、及びその他の法令に基づく審議
がされます。次の定例総会の日程は
以下のとおりです。

◇定例総会日時 ４月１０日（月）
１３時３０分～

(・申請の締切日 ３月２２日(水))

※毎月農業者年金の相談受付を行っ
ています。

毎月１日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日｣

令和５年１月末の人身事故・物損事故発生状況

区分
令和５年 令和４年 前年比１月中(単月) １月末(累計) １月末(累計)

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者
人身事故 2 0 2 2 0 2 0 0 0 ＋2 ±0 ＋2
物損事故 13 13 21 －8

『住民のまど』の掲載について
婚姻、出生に関して、広報への掲載を希望
される方は役場町民課へお申し出下さい。
おくやみ欄については、町民課窓口に届出
される際に、掲載の可否を確認しております。
また、休日届出等の場合は事前に役場へ連
絡をお願いします。

◎おくやみ申し上げます
三津谷 リ サ（８８） 桧木
新 渡 良 晴（７７） 一号大町
秋 田 春 雄（８１） 鶏沢
小 川 ユキヱ（１００）二号大町
杉 山 純 子（７２） 一号塚名平
杉 山 セチヨ（９０） 一号塚名平
西 濵 幸 子（７６） 吹越

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)



令
和
５
年
３
月
号

N
o.747

編
集
・
発
行

〒
039-4145

横
浜
町
字
寺
下
35

横
浜
町
役
場

企
画
財
政
課

☎
0175-78-2111

Ｆ
0175-78-2118

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

htt p: //w
w
w
.t ow

n .yokoham
a.l g.j p

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

koho＠
t ow

n.yokoham
a.l g.j p

編
集
・
発
行

〒
039-4145

横
浜
町
字
寺
下
35

横
浜
町
役
場

企
画
財
政
課

☎
0175-78-2111

Ｆ
0175-78-2118

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

htt p: //w
w
w
.t ow

n .yokoham
a.l g.j p

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

koho＠
t ow

n.yokoham
a.l g.j p

○福福祉課 ☎７８－２１１１ ○健健康みらい課 ☎７３－７７３３ ○総総務課 ☎７８－２１１１

○児児童センター ☎７３－７７４４

の行予定
1 水 ○福おひさまルーム、ちどり保育園 ひな祭り会

2 木 ○福貯筋教室

3 金 第二ちどり保育園 ひな祭り会、横浜小学校 ６年生を送る会

4 土 ちどり保育園 卒園式

5 日

6 月

7 火 県立高校入試

8 水 ○福おひさまルーム、○児６年生を送る会

9 木

10 金

11 土 第二ちどり保育園 卒園のつどい

12 日

13 月

14 火 横浜中学校 第18回卒業式

15 水 ○福おひさまルーム、○総人権相談

16 木 ○福貯筋教室、横浜中学校 イングリッシュデイ

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、変更となる場合があります。

17 金 横浜小学校 第７回卒業式

18 土

19 日

20 月 ○健離乳食教室

21 火 春分の日

22 水 ○福おひさまルーム

23 木 ○福民事協定例会

24 金 横浜小・中学校 修了式・離任式、第二ちどり保育園 お別れ会

25 土 あさひ幼稚園 卒園式・修了式

26 日

27 月

28 火 ちどり保育園 お別れ会

29 水

30 木

31 金

人権擁護委員及び行政相談員のお知らせ
◆行政相談委員（行政が行う仕事についての苦情・意見等） ◆人権擁護委員（人権に関する相談）
○若佐 昭男（三保野154番地4） ○若佐 昭男（三保野）
ＴＥＬ ７８－３７６２ ○上野 洋子（幸町）
○総務省青森行政監視行政相談センター ○杉山 昌志（緑町）
ＴＥＬ ０５７０－０９０－１１０

◆みんなの人権１１０番 ＴＥＬ ０５７０－００３－１１０ ◆子どもの人権１１０番
◆女性の人権ホットライン ＴＥＬ ０５７０－０７０－８１０ ＴＥＬ ０１２０－００７－１１０

青森県の子どもの里親になりませんか？
里親はあたたかい家庭を必要としている子どものための制度であり、養育里親・養子
縁組里親・親族里親・専門里親の４種類があります。
委託される期間は、短期から長期と様々です。里親制度に興味がある方は、ガイダン
スを実施しておりますので、ご連絡お待ちしております。
フォスタリングひまわり0176-53-2789（9～16時）または、青森県七戸児童相談所
0176-60-8086 までご連絡ください。

橋本 悠玄くん澤谷 焰毅くん 木野目 楠八ちゃん 竹田 浬好ちゃん


